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令和６年度内閣府「研究開発と Society5.0との橋渡しプログラム（BRIDGE）」 

新規課題の募集について 

令和６年３月７日 

内閣府科学技術イノベーション推進事務局 

SIP/BRIDGE担当 

１．BRIDGEの目的 

本プログラムは、第 6期科学技術・イノベーション基本計画、統合イノベーショ

ン戦略等の科学技術・イノベーション政策の方針に基づき、内閣府が各省庁の研究

開発等の施策のイノベーション化（SIPや各省庁の研究開発等の施策で開発された革

新技術等を社会科学解決や新事業創出に橋渡しするための取組）につなげるため

「重点課題」（※別紙１参照）を設定し、社会課題解決等に向けた社会実装を目指し

た取組を推進する。

２．事業概要 

（１）事業期間

最大 3年間の計画を提案できますが、毎年度実施する年度末評価において、毎

年度の計画達成度、進捗状況等を踏まえ評価を行います。（年度末評価の結果、施

策の中止もあり得ます。） 

（２）実施体制

①各省庁の担当原課による提案とします。

②実施体制は各省庁担当原課にプログラムディレクター（PD）をおき、全体マネ

ジメントを実施するものとします。PDは外部有識者でも可能です。

③施策の実施に係る予算は、内閣府から各省庁への移し替えを行います。

（３）留意事項（大前提となる要件）

BRIDGEの目的を踏まえ、以下の留意事項を踏まえ提案してください。

①どのような社会課題解決につながるものか、解決のためのボトルネックが明確

となっていること。（研究開発以外を含む、実装のための障壁、問題点が整理さ

れていること。）

②これら社会課題・ボトルネック解決のため、必要となっている施策群（関係省

庁含む）が示され、その中で提案内容及び得られる成果の位置付けが明確に示

されていること。

③②における関連施策との内容の違いが明確であり、関係性、連携性等が明確で

あること。（全体俯瞰における BRIDGE提案内容の位置付け、総合知としての考

え方。）

④これらを踏まえ「重点課題」（※別紙１参照）と合致する内容であり、対象とす
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る「重点課題」の加速化、成果の最大化、展開が期待され、BRIDGE終了時点の

成果、社会実装の手段が明確であること。 

 

 

３．応募について 

（１）募集期間 

令和６年３月７日（木）から 3月 29日（金）17:00まで 

（２）応募様式 

   別添様式のとおり。 

 

４．スケジュール（予定） 

（応募・採択・事業実施） 

３月７日～３月２９日 応募期間（3/29(金)17:00まで） 

４月下旬～５月中旬 BRIDGE評価委員会（有識者によるヒアリング実施） 

６月中旬 内閣府総合科学技術・イノベーション推進会議ガバニングボードによ

り採択課題決定 

６月下旬 担当省庁への予算移し替え実施 

 

（年度末評価／次年度予算配分）※複数年実施を要望する場合 

11月下旬 自己点検資料（進捗状況等）、次年度計画・予算要望額の作成、内閣

府への提出 

１月下旬～２月上旬  BRIDGE評価委員会（有識者によるヒアリング） 

３月下旬 内閣府総合科学技術・イノベーション推進会議ガバニングボードによ

り評価及び次年度予算案決定 

４月１日 担当省庁への予算配分 
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